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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

カリ施用が土壌からの放射性セシウム吸収の抑制対策として有効であることは明らかとなっているが、農業用水に含まれ

る放射性セシウムに対する効果については明らかではない。そこで、カリ施用が農業用水からの放射性セシウム吸収に及ぼ

す影響を明らかとした。

(1) ポットに移植したイネに 137Cs濃度約40Bq/kgの水（137Cs溶液）を潅水して栽培し、玄米を収穫した。137Cs溶液は、県内

で採取した落葉を洗浄した水を 0.45μm メンブレンフィルターでろ過して得た。なお、0.45μm メンブレンフィルターでろ

過したろ液に含まれる 137Csは溶存態と考えられる。

(2) 玄米の 137Cs濃度が水道水栽培に比べて 137Cs溶液栽培の方が高かったことから、灌漑水に含まれる 137Csが玄米に移

行することは確認された（図 1）。

(3)塩化カリもしくはゼオライトを施用すると、玄米 137Cs濃度が半分以下になったことから、灌漑水からの放射性セシウムの

吸収は塩化カリおよびゼオライトの施用により抑制されることが示された。なお、ゼオライト施用による吸収抑制は交換

態カリ含量の増加によるものと考えられた（図 2）。

２ 期待される効果

(1) 塩化カリおよびゼオライトを施用することにより、灌漑水に含まれる放射性セシウムの吸収を抑制する栽培管理が行え

る。

３ 活用上の留意点

(1) 本研究はポット栽培で行った結果である。

(2) 本研究で用いた灌漑水の 137Cs濃度は約40Bq/kgであり、通常観測されている値（1Bq/kg未満）に比べて非常に高い。

(3) K2Oを慣行施肥区およびゼオライト施用区には0.1 g / ポット、塩化カリ増肥区には0.6 g / ポットそれぞれ施用した。ま

た、ゼオライト施用区にはゼオライト（K2O含有率3.0％）を 20 g / ポット施用した。



Ⅱ 具体的データ等

図1．資材施用が 137Csの灌漑水から玄米への移行に及ぼす影響

図2．資材施用が土壌交換性カリ含量に及ぼす影響
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